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はじめに 
人権は、だれにとっても身近で大切なもの、日常の思いやりの心によって守

られるものです。しかし、現実の社会では、なお同和問題や女性、子ども、高

齢者、障がい者、外国人等に関わる人権課題は多く、特に最近は、インターネ

ット等による人権侵害やドメスティック・バイオレンス(DV）、児童虐待は増加

傾向にあり、日常の中にあるさまざまな差別や人権侵害の現実に、市民一人ひ

とりがどう向き合うかが問われています。 
 
本市は、平成２２年３月に、３町（七宝町、美和町、甚目寺町）が合併し、

「あま市」として新しいまちづくりをスタートしましたが、旧甚目寺町で取り

組んできた、さまざまな人権にかかわる施策を引き継ぎ、市の最重要課題の一

つとして位置付け、さらなる推進に取り組んでまいりたいと考えています。 

このような中、新たにあま市民の皆様が日常生活の中で、人権問題について

どのように感じ、また、考えておられるかを把握するため、平成２３年１月、

「人権に関する市民意識調査」を実施したところであり、この報告書は、その

調査結果を取りまとめたものです。 

今回の調査結果を、現代の人権を取り巻く環境や価値観を踏まえた、市民と

行政との協働による計画づくりや、今後の人権行政の推進等を図るための基礎

資料として活用してまいりたいと考えております。 
 

おわりに、この調査にあたりご協力をいただきました市民及び関係者の皆様

に、厚くお礼申し上げます。 

 
平成２３年３月 

 
あま市人権施策推進本部長 

あま市長 村 上 浩 司 
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Ⅰ 調査の概要 

 

【調査目的】 

本市では、人権尊重のまちづくりに向け、市民と行政が一体となった推進体制を強化し、市民の人

権意識を高め、あらゆる差別や偏見がなくなる地域社会を目指して、「人権に関する行動計画（仮称）」

の策定を平成 23 年度予定している。 

このたび、今後の人権教育や啓発、及び計画の策定、男女共同参画社会の実現に向けた取り組みを

進める上での基礎資料とするため、「人権に関する市民意識調査」を実施した。 

  

 

【調査対象】 

あま市に居住する満 20 歳以上の市民 

 

【標本抽出方法】 

住民基本台帳から無作為抽出 

 

【調査方法】 

郵送配布、郵送回収 

 

【調査期間】 

平成 23 年（2011 年）1 月 6 日（木）～1 月 25 日（火） 

 

【回収結果】 

配布数---------- 4,000 件 

有効回収数------ 1,774 件 

有効回収率--------44.4％ 

 

【報告書の見方について】 

（１）集計は小数点以下第２位を四捨五入している。従って回答比率の合計は必ずしも 100％にな

らない場合がある。 

（２）２つ以上の回答を要する（複数回答）質問の場合、その回答比率の合計は 100％を超える場

合がある。 

（３）数表、図表、文中に示すＮは、比率算出上の基数（標本数）である。全標本数ベースを示す

「全体」を「Ｎ」、該当数ベースを「ｎ」で表記している。 

（４）図表中における年齢別などのクロス集計結果については、該当する属性等の設問に対する無

回答者（例えば、年齢別でクロス集計する場合における年齢の無回答者）を除いて表記し、属

性ごとの基数の合計と全体の基数は同じにならない場合がある。 

（５）図表中においては見やすさを考慮し、回答割合が極端に少ない数値（例：0.0％、0.1％など）

は表記していない場合がある。 
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（６）数表中の「網掛け」は、各クロス集計（《性・年齢別》など）において最も高い割合を示し

ている。（例／性別の場合、男性と女性を比べて高い方に網掛け。）但し、回答割合が 10％未満

の項目、及びｎ数が 10 未満の項目については網掛けは除外している。また数表中の値はすべ

てパーセンテージを示している。 

（７）時系列比較においては、平成 21 年度に実施した同調査（甚目寺町／人権に関する町民意識

調査）（以下「平成 21 年度調査」と表記）との比較をしている。 

（８）内閣府や愛知県との比較においては、設問や選択肢等が一致していない場合があり、図表等

に完全な比較を表せない設問もある。 

（９）この他、個別に参照事項がある場合は、本報告書の該当箇所に適宜記載した。 
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Ⅱ 回答者の属性 

 

 

１．性別 

     

問１．性別（％）

全体(N=1774)

無回答

0.7%

女性

54.2%

男性

45.0%

 

性別構成比は、女性 54.2％、男性 45.0％と女性が過半数を占める。 
 
 

２．年齢別構成 

問２．年齢（％）

全体(N=1774)

60～69歳

25.3% 50～59歳

15.1%

40～49歳

16.2%

30～39歳

15.6%

20～29歳

7.4%

無回答

0.8%
70歳以上

19.7%

 

問２．年齢（％）

7.4

6.9

7.9

15.6

13.5

17.3

16.2

14.5

17.9

25.3

26.8

24.2

19.7

22.7

17.2

15.1

15.4

15.0

0.8

0.3

0.6

凡例

全体(N=1774)

男性(n=799)

女性(n=962)

20～
29歳

30～
39歳

40～
49歳

50～
59歳

60～
69歳

70歳
以上

無回答

凡例

全体(N=1774)

男性(n=799)

女性(n=962)

性
別

 

 
年齢別構成は、「60～69 歳」が 25.3％で最も多く、次いで「70 歳以上」（19.7％）、「40～49 歳」（16.2％）

の順となっている。 
《性別》では、女性に比べて男性で 50 歳以上の占める割合が多くなっている。 
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３．居住小学校区 

 

問３．居住小学校区（％）

全体(N=1774)

無回答

1.9%
わからない

5.0%

旧甚目寺町

35.9%

旧美和町

28.9%

旧七宝町

28.4%

 

 

問３．居住小学校区（％）

全体(N=1774)

10.5

4.3

9.0

4.6

8.9

6.9 7.2
5.9

10.1
11.1

9.0

5.7 5.0

1.9

0.0

5.0

10.0

15.0

七

宝

小

学

校

区

宝

小

学

校

区

伊

福

小

学

校

区

秋

竹

小

学

校

区

美

和

小

学

校

区

正

則

小

学

校

区

篠

田

小

学

校

区

美

和

東

小

学

校

区

甚

目

寺

小

学

校

区

甚

目

寺

南

小

学

校

区

甚

目

寺

東

小

学

校

区

甚

目

寺

西

小

学

校

区

わ

か

ら

な

い

無

回

答

 

 
居住地について旧町別でみると、「旧甚目寺町」（35.9％）、「旧美和町」（28.9％）、「旧七宝町」（28.4％）

の順となっている。 
居住小学校区は、「甚目寺南小学校区」が 11.1％で最も多く、次いで「七宝小学校区」（10.5％）、「甚

目寺小学校区」（10.1％）の順となっている。 
 
 

 4



 
４．最終学歴 

問４．最終学歴（％）

全体(N=1774)

その他

1.9%

大学・大学院

・高専

18.2%

短大・

専門学校

16.1%

高等学校・

専修学校

41.7%

小学校・

中学校

21.1%

無回答

1.0%

 
 

問４．最終学歴（％）

21.1

23.7

19.0

7.4

6.0

8.9

33.2

49.7

5.3

10.4

31.3

49.1

41.7

39.5

43.9

32.7

33.3

37.9

53.7

43.0

32.6

31.6

41.6

48.3

53.5

49.4

32.1

16.1

6.6

24.0

18.2

12.0

9.5

5.1

26.3

37.3

36.6

28.5

15.5

4.8

18.2

27.8

10.5

47.2

46.6

35.8

16.8

6.1

19.3

7.2

10.9

2.9

3.6

1.8

3.3

1.6

3.4

1.2

45.5

35.5

12.2

6.9

2.1

1.6

1.9

1.3

1.8

1.1

1.9

0.7

0.5

0.8

1.0

凡例

全体(N=1774)

男性(n=799)

女性(n=962)

男性20～29歳(n=55)

　　　30～39歳(n=108)

　　　40～49歳(n=116)

　　　50～59歳(n=123)

　　　60～69歳(n=214)

　　　70歳以上(n=181)

女性20～29歳(n=76)

　　　30～39歳(n=166)

　　　40～49歳(n=172)

　　　50～59歳(n=144)

　　　60～69歳(n=233)

　　　70歳以上(n=165)

小学校・
中学校

高等学校・
専修学校

短大・
専門学校

大学・大学院
・高専

その他 無回答

凡例

全体(N=1774)

男性(n=799)

女性(n=962)

男性20～29歳(n=55)

男性30～39歳(n=108)

男性40～49歳(n=116)

男性50～59歳(n=123)

男性60～69歳(n=214)

男性70歳以上(n=181)

女性20～29歳(n=76)

女性30～39歳(n=166)

女性40～49歳(n=172)

女性50～59歳(n=144)

女性60～69歳(n=233)

女性70歳以上(n=165)

性
別

性
・
年
齢
別

 
 

最終学歴は、「高等学校・専修学校」が 41.7％と最も多く、次いで「小学校・中学校」（21.1％）、「大

学・大学院・高専」（18.2％）の順となっている。 
《性別》では、女性に比べ男性で「大学・大学院・高専」が多く、女性で「短大・専門学校」が多

くなっている。 
《性・年齢別》では、男女とも年齢が上がるにつれ「小学校・中学校」が多くなっている。 
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５．職業 

問５．職業（％）

全体(N=1774)

11.1

2.5

10.1
13.0

14.9

2.4 0.9 1.1

20.6

1.2

19.9

1.2 1.0

0.0

10.0

20.0

30.0

自

営

業

経

営

者

、

役

員　

　

民

間

企

業

・

団

体　

（

1

0

0
人

未

満

）

民

間

企

業

・

団

体　

（

1

0

0
人

以

上

）

臨

時

雇

、　

　

パ

ー

ト

、

派

遣

公

務

員

教

員

そ

の

他

の

有

業

者　

家

事

専

業

学

生

無

職

そ

の

他

無

回

答

注：次ページ以降に掲載する図表（グラフなど）については、以下のとおり文言を略記している。

注「自営業（農林、商工サービス、建設業、自由業などの事業主及び家族従事者）」→「自営業」

注「民間企業・団体の経営者・役員」→「経営者、役員」

注「民間企業・団体（従業員数100人未満）の勤め人」→「民間企業・団体（100人未満）」

注「民間企業・団体（従業員数100人以上）の勤め人」→「民間企業・団体（100人以上）」

注「無職（求職中や定年後を含む）」→「無職」  
 

職業は、「家事専業」が 20.6％と最も多く、次いで「無職」（19.9％）、「臨時雇、パート、派遣」（14.9％）

の順となっている。 
 

問５．職業（％）性別

15.5

4.6

16.8

22.0

5.3 3.9
0.5 1.1 0.4 0.6

27.7

1.0

7.6

0.7
4.7 5.5

23.0

1.2 1.2 1.1

37.7

1.7

13.4

1.4

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

自

営

業

経

営

者

、

役

員　

　

民

間

企

業

・

団

体　

（

1

0

0
人

未

満

）

民

間

企

業

・

団

体　

（

1

0

0
人

以

上

）

臨

時

雇

、　

　

パ

ー

ト

、

派

遣

公

務

員

教

員

そ

の

他

の

有

業

者　

家

事

専

業

学

生

無

職

そ

の

他

男性(n=799)

女性(n=962)

注：図中では「無回答」は表記していません。  
 

《性別》でみると、女性で「家事専業」「臨時雇、パート、派遣」が男性に比べ大きく上回り、男性

は「民間企業・団体（100 人以上）」「民間企業・団体（100 人未満）」で女性に比べ多くなっている。 
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６．未既婚 

 

問６．未既婚（％）

73.8

77.3

71.3

23.6

68.5

69.0

87.8

88.3

84.5

25.0

75.9

82.0

85.4

79.4

53.3

11.2

7.4

14.4

11.2

6.5

7.0

12.7

4.2

6.4

8.3

15.9

41.8

12.3

13.6

11.2

76.4

28.7

16.4

65.8

16.3

9.3

1.3

4.2

4.1

1.1

2.4

3.4

2.1

3.6

3.4

2.4

1.3

1.7

1.6

2.8

3.0

1.6

2.7

0.5

7.9

2.3

4.2

凡例

全体(N=1774)

男性(n=799)

女性(n=962)

男性20～29歳(n=55)

　　　30～39歳(n=108)

　　　40～49歳(n=116)

　　　50～59歳(n=123)

　　　60～69歳(n=214)

　　　70歳以上(n=181)

女性20～29歳(n=76)

　　　30～39歳(n=166)

　　　40～49歳(n=172)

　　　50～59歳(n=144)

　　　60～69歳(n=233)

　　　70歳以上(n=165)

結婚
している

結婚していたが、
離婚・死別した

結婚して
いない

無回答

凡例

全体(N=1774)

男性(n=799)

女性(n=962)

男性20～29歳(n=55)

男性30～39歳(n=108)

男性40～49歳(n=116)

男性50～59歳(n=123)

男性60～69歳(n=214)

男性70歳以上(n=181)

女性20～29歳(n=76)

女性30～39歳(n=166)

女性40～49歳(n=172)

女性50～59歳(n=144)

女性60～69歳(n=233)

女性70歳以上(n=165)

性
別

性
・
年
齢
別

 
 
 

未既婚については、「結婚している」が 73.8％と最も多く、「結婚していたが、離婚・死別した」（11.2％）

を合計した『既婚者』は全体で 85.0％を占めている。「結婚していない」は 12.3％であった。 
《性別》では女性に比べ、男性に「結婚していない」がやや多い。 
《性・年齢別》では、男女ともに年齢が若い層ほど「結婚していない」が多い傾向にあり、特に男

性で顕著である。男性 20 歳代では「結婚していない」が 76.4％を占めている。一方、女性 70 歳以上

では他の年齢層に比べ「結婚していたが、離婚・死別した」が多い。 
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７．配偶者の職業 

問７．配偶者の職業（％）

全体(n=1309)

13.9

2.5

11.1
13.2 14.6

1.8 1.5 0.8

13.4

0.0

25.4

0.8 1.0

0.0

10.0

20.0

30.0

自

営

業

経

営

者

、

役

員　

　

民

間

企

業

・

団

体　

（

1

0

0
人

未

満

）

民

間

企

業

・

団

体　

（

1

0

0
人

以

上

）

臨

時

雇

、　

　

パ

ー

ト

、

派

遣

公

務

員

教

員

そ

の

他

の

有

業

者　

家

事

専

業

学

生

無

職

そ

の

他

無

回

答

 
 

配偶者の職業については、「無職」が 25.4％と最も多く、次いで「臨時雇、パート、派遣」（14.6％）、

「自営業」（13.9％）の順となっている。 
 
 

問７．配偶者の職業（％）性別

10.2

1.6
5.0

2.9

24.6

1.1 0.6 0.8

25.4

0.0

26.2

0.8

17.3

3.4

16.5

22.6

5.7
2.5 2.2

0.7
2.3

0.0

24.6

0.9

0.0

10.0

20.0

30.0

自

営

業

経

営

者

、

役

員　

　

民

間

企

業

・

団

体　

（

1

0

0
人

未

満

）

民

間

企

業

・

団

体　

（

1

0

0
人

以

上

）

臨

時

雇

、　

　

パ

ー

ト

、

派

遣

公

務

員

教

員

そ

の

他

の

有

業

者　

家

事

専

業

学

生

無

職

そ

の

他

男性（からみた配偶者の職業）(n=618)

女性（からみた配偶者の職業）(n=686)

注：図中では「無回答」は表記していません。

 

 
《性別》では、男性（からみた配偶者の職業）で「家事専業」「臨時雇、パート、派遣」が女性（か

らみた配偶者の職業）を大きく上回り、女性（からみた配偶者の職業）は「民間企業・団体（100 人

以上）」「民間企業・団体（100 人未満）」で多くなっている。 
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８．同居末子の学齢 

問８．同居末子の学齢（％）

12.6

11.4

13.7

76.9

68.9

17.2

40.0

57.9

13.8

10.3

9.7

10.5

16.2

45.2

19.5

38.2

10.8

13.8

47.1

46.1

48.0

17.2

73.3

59.3

51.1

73.0

54.8

12.1

13.6

11.0

19.3

11.5

1.4

1.5

4.3

2.0

1.7

0.6

4.3

3.4

1.4

3.2

3.4

3.2

0.5

0.5

2.2

0.8

0.8

78.5

25.7

15.4

10.8

5.4

8.6

18.0

4.6

8.1

9.5

15.7

50.0

14.6

15.8

13.6

7.7

2.7

4.3

9.5

10.0

3.0

3.9

8.9

15.8

22.5

24.4

33.1

凡例

全体(n=1508)

男性(n=677)

女性(n=825)

男性20～29歳(n=13)

　　　30～39歳(n=74)

　　　40～49歳(n=93)

　　　50～59歳(n=116)

　　　60～69歳(n=204)

　　　70歳以上(n=176)

女性20～29歳(n=20)

　　　30～39歳(n=133)

　　　40～49歳(n=152)

　　　50～59歳(n=135)

　　　60～69歳(n=222)

　　　70歳以上(n=157)

就学前の
子どもが
いる

小学生の
子どもが
いる

中学生の
子どもが
いる

高校生以上
の子ども
がいる

子どもは
いない

無回答

凡例

全体(n=1508)

男性(n=677)

女性(n=825)

男性20～29歳(n=13)

男性30～39歳(n=74)

男性40～49歳(n=93)

男性50～59歳(n=116)

男性60～69歳(n=204)

男性70歳以上(n=176)

女性20～29歳(n=20)

女性30～39歳(n=133)

女性40～49歳(n=152)

女性50～59歳(n=135)

女性60～69歳(n=222)

女性70歳以上(n=157)

性
別

性
・
年
齢
別

 
 

同居末子の学齢については、「高校生以上の子どもがいる」が 47.1％と最も多く、「無回答」を除き

「就学前の子どもがいる」（12.6％）、「子どもはいない」（12.1％）の順となっている。 
《性別》での大きな差はみられないが、《性・年齢別》では、男女ともに 20 歳代及び 30 歳代で「就

学前の子どもがいる」が多く、50 歳代で「高校生以上の子どもがいる」が他の年齢層に比べ多くなっ

ている。 
 
 

９．同居家族構成 

問９．同居家族構成（％）

7.0

7.0

7.1

21.0

20.3

21.4

46.1

45.6

47.0

14.5

14.5

14.7
3.3

3.9

3.6
7.8

8.8

6.5

凡例

全体(N=1774)

男性(n=799)

女性(n=962)

単身世帯
（１人）

夫婦のみ 親と子（二
世代世帯）

親と子と孫
（三世代世帯）

その他 無回答

凡例

全体(N=1774)

男性(n=799)

女性(n=962)

性
別

 
 

同居家族構成は、「親と子（二世代世帯）」が 46.1％と最も多く、次いで「夫婦のみ」（21.0％）、「親

と子と孫（三世代世帯）」（14.5％）の順となっている。 
《性別》での大きな差はみられない。 
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